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高高齢齢者者等等避避難難発発令令時時

地地域域のの被被害害状状況況のの確確認認（（情情報報をを本本部部へへ報報告告））

要要支支援援者者のの避避難難状状況況のの確確認認

指指定定緊緊急急避避難難場場所所でで避避難難者者のの対対応応((地地域域のの避避難難者者のの集集計計等等))

［　　　　　　　］自主防災部長

要要支支援援者者へへ避避難難開開始始をを指指示示 指指定定緊緊急急避避難難場場所所でで避避難難者者のの対対応応((地地域域のの避避難難者者のの集集計計等等))

　　

気気象象注注意意報報・・警警報報発発表表時時

気気象象情情報報のの入入手手
☆☆地地上上デデジジタタルルテテレレビビののデデーータタ放放送送、、京京都都市市ホホーームム
ペペーージジ（（京京都都市市防防災災ポポーータタルルササイイトト））、、気気象象庁庁ホホーームムペペーー
ジジななどど

□□

非非常常持持出出袋袋のの準準備備

ハハザザーードドママッッププのの確確認認（（危危険険場場所所のの再再確確認認））

防防災災行行動動シシーートト【【土土砂砂災災害害】】
災災害害がが起起ここっったたととききはは以以下下のの要要領領でで行行動動をを！！

大大雨雨警警報報（（土土砂砂災災害害））かかつつ土土砂砂災災害害危危険険度度「「危危険険」」（（紫紫））発発表表時時

要要支支援援者者へへ避避難難準準備備をを指指示示

緊緊急急連連絡絡網網、、連連絡絡方方法法のの確確認認

指指定定緊緊急急避避難難場場所所へへ避避難難すするる時時のの注注意意点点（（連連絡絡時時にに伝伝ええてて避避難難すするる住住民民へへ伝伝達達ししててももららうう））

非非常常持持出出袋袋をを持持っってていいくく

ガガススのの元元栓栓のの閉閉栓栓、、電電気気ブブレレーーカカーーをを切切るる

役役割割分分担担のの確確認認

［　　　　　］学区　指定緊急避難場所

警警戒戒箇箇所所ののパパトトロローールル

状状況況をを自自主主防防災災会会長長等等へへ連連絡絡

緊緊急急連連絡絡網網にによよるる連連絡絡

要要支支援援者者へへ避避難難準準備備をを指指示示

□□ 町町内内ににああるる避避難難ススペペーーススのの開開設設可可否否のの確確認認
（（ああるる場場合合ののみみ））

前前兆兆現現象象、、災災害害発発生生ののおおそそれれがが高高ままっったたとときき

移移動動はは徒徒歩歩、、運運動動靴靴をを履履いいてて避避難難 夜夜間間のの避避難難はは危危険険をを伴伴うう。。暗暗くくななるる前前にに早早めめにに避避難難

杖杖等等でで地地面面をを確確認認ししななががらら避避難難

崖崖、、川川べべりりはは避避けけてて避避難難

緊緊急急連連絡絡網網をを活活用用ししてて指指定定緊緊急急避避難難場場所所がが開開設設中中でで
ああるる旨旨をを伝伝達達（（必必要要にに応応じじてて））

□□

□□
緊緊急急連連絡絡網網をを活活用用ししてて指指定定緊緊急急避避難難場場所所がが開開設設完完了了
ししたた旨旨及及びび高高齢齢者者等等避避難難がが発発令令さされれたた旨旨をを伝伝達達

避避難難指指示示発発令令時時

□□
緊緊急急連連絡絡網網をを活活用用ししてて指指定定緊緊急急避避難難場場所所がが開開設設完完了了
ししたた旨旨及及びび避避難難指指示示がが発発令令さされれたた旨旨をを伝伝達達

要要支支援援者者のの避避難難状状況況のの確確認認

地地域域のの被被害害状状況況のの確確認認（（情情報報をを本本部部へへ報報告告））

※指定緊急避難場所とは、 命を守ることを最優先とし、 災害の危険から逃れるための場所または

施設です。 京都市では、 水害と土砂災害の指定緊急避難場所を指定しています。
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